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nanndemo nihonnichino omukosannwo

kounaruto, mou nezumino nakamaniwa

こうなると　もう　ねずみの　なかまには

miwatashita tokoro, totemo musumeno omukosannni

みわたした　ところ　とても　むすめの　おむこさんに

するような　ものは　ありません　でした

nezumino otousannto okaasannwa

ねずみの　おとうさんと　おかあさんは

「uchino musumewa nihonnichino musume nanodakara,

うちの　むすめは　にほんいちの　むすめ　なのだから

せかいじゅうを　あかるく　てらして　おいでに　なる

ohisamano hokaniwa arimasenn deshita

おひさまの　ほかには　ありません　でした

なんでも　にほんいちの　おむこさんを

morawanakereba naranai」to iimashita

もらわなければ　ならない　と　いいました

sokode konoyono nakade darega ichiban eraika

そこで　このよの　なかで　だれが　いちばん　えらいか

toiuto, sorewa takai takai sorano uekara

というと　それは　たかい　たかい　そらの　うえから

sekaijuuwo akaruku terashite oideni naru
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をひらがなになおしましょう。
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suruyouna monowa arimasenn deshita
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